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▲厚木市議会を表敬訪問

フェイスブック:青山豊(yutaka aoyama)

●
7
月
1
 
4
日
～
1
 
6
日
　
鹿
児
島
市
･
宮
崎
市

鹿
児
島
市
で
は
｢
す
こ
や
か
子
育
て
交
流
館

ん
か
ん
｣
　
を
視
察
｡

鹿
児
島
市
職
員
の

福
利
厚
生
施
設
を

改
築
し
た
も
の
で
'

水
遊
び
や
砂
遊
び

が
で
き
る
充
実
し

た
施
設
｡
鹿
児
島
市

で
は
こ
こ
を
子
育

て
支
援
家
庭
の
サ

ポ
ー
ト
拠
点
に
位

置
付
け
､
様
々
な
支

援
策
を
展
開
し
て

い
ま
す
｡

宮
崎
市
で
は
｢
認

知
症
高
齢
者
俳
桐

対
策
｣
に
つ
い
て
研

修
｡
市
内
の
各
自

治
会
の
理
解
の
下
､

模
擬
訓
練
を
行
っ

て
お
り
'
次
の
年
か

ら
は
自
主
的
に
訓

練
を
行
う
自
治
会

が
出
て
き
た
等
の

効
果
を
お
話
頂
き

ま
し
た
｡
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･
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●
8
月
2
日
～
3
日
　
神
奈
川
県
厚
木
市

青
山
ゆ
た
か
は
2
年
ぶ
-
4
回
目
の
訪
問
と
な
り
､

厚
木
市
議
会
の
皆
さ
ん
と
は
す
っ
か
り
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
い
ま
す
｡
今
回
は
商
業
ゾ
ー
ン
と
公
共
ゾ
ー
ン

を
併
設
し
た
｢
ア
ミ
ュ
ー
あ
っ
ぎ
｣
を
視
察
す
る
機
会

を
得
ま
し
た
｡
公
共
ゾ
ー
ン
は
子
育
て
セ
ン
タ
ー
､
ダ

一
霊
.
h
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I
g
一

ン
ス
ス
タ
ジ
オ
､
r
J
r
ユ
ー

ジ
ツ
ク
ル
ー
ム
'
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
､

会
議
室
'
調
理
室
､
和
室
'

ア
ト
リ
エ
へ
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
市
民
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
い

ま
す
｡
ま
た
､
民
間
会
社

に
運
営
委
託
し
て
い
る
映
画

捕
-
も
通
り
'
^
日
.
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☆
久
し
ぶ

り

に

母

校
･
東
北

学
院
の
秋

E
f
j
県
南
支

部
同
窓
会

が

開

催

さ
れ
ま
し

た
｡
実
行

も
使
え
る
か
た
ち
に
な
っ
て

い
ま
し
た
｡

☆
(
6
月
2
6
日
･
7
月
4
日
)

会
派
･
新
風
の
会
研
修
(
各
地
域
局
に
て
)

☆
(
7
月
1
8
日
～
1
9
日
)
県
内
若
手
市
議
研
修
(
男
鹿
市
)

☆
(
7
月
2
9
日
)
県
南
地
域
市
議
会
議
員
研
修
会
(
湯
沢
市
)

☆
(
8
月
1
8
日
)
ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
員
連
盟
研
修
会

☆
(
9
月
6
日
)
連
合
秋
田
全
県
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

(
秋
田
ふ
る
さ
と
村
付
近
)

☆
(
9
月
1
3
日
)
東
京
か
ま
く
ら
会
総
会

(
東
京
･
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
)

☆
(
9
月
1
7
日
)
林
活
議
員
連
盟
研
修
会

委
員
と
し
て
､
公
務
の
合
間
を

ぬ
っ
て
準
備
か
ら
本
番
ま
で
奔
走

し
ま
し
た
が
､
周
囲
の
方
々
の
協

力
も
あ
り
｢
成
功
｣
と
い
え
る
会

と
な
り
ま
し
た
｡
こ
れ
か
ら
も
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
!

☆
8
月
1
 
5
日
は
成
人
式
出
席
の

後
､
西
法
寺
で
行
わ
れ
た
横
手
ユ

ネ
ス
コ
協
会
主
催
の
｢
平
和
の
鐘

を
鳴
ら
そ
う
｣
集
会
に
参
加
｡
戦

争
の
な
い
､
平
和
な
世
の
中
を
祈

念
し
て
鐘
を
つ
き
ま
し
た
｡
い
か

な
る
戦
争
に
も
大
義
は
あ
り
ま
せ

ん
｡
そ
う
思
い
ま
す
｡


